
まえがき＝自動車は，環境保護への燃費向上に加え，安おり信頼性が高いことからも軽量化を目指すサスペンションの製造プロセスに最も適している。図2から分かる
ように日本の自動車用アルミ鍛造品の生産量は 2000 年
から年々増加の状況にあり，着実に自動車軽量化のため
のアルミ鍛造品の採用が増加している。
　サスペンション構造の代表例を図3に示す。この構造
はダブルウィッシュボーンタイプと呼ばれ，ロアアー
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Demand for vehicle weight reduction continues to rise as the result of recent safety enhancement trends, 





の実施やバスタ型の構造，キャビティ形状を変化させた
解析を実施する。これらの検討の中には，曲げなどのプ
リフォームの要否も含める必要があり多岐に亘るが，製
造コストを左右する重要な工程となる。
　また鍛造欠陥は，バスタ型，ブロッカ型の体積配分バ
ランス，コーナ R，フィレット Rの適正度などに律束さ
れる場合が多い5）。例えば，H断面におけるフロースル




